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北海道大学アフリカ研究会(日本アフリカ学会北海道支部) 

講演会 
 

アフリカ中央部熱帯林の自然民族 
ピグミーの自然界利用のあり方 

- 日本の先住民族アイヌとの事例検討 - 
 

 

 
 
実施日時 : 2016 年 10 月 11 日 (火)  17 時から 18 時半 

実施場所：国際広報メディア観光学院棟 608 室  

 
参加は自由、事前申し込み等は特に不要です。 

お問い合わせ先 : 鍋島孝子 nabetaka@imc.hokudai.ac.jp 

講演者: 西原 智昭                   
Wildlife Conservation 
Society (野生生物保全協会) 
コンゴ共和国支部 
自然環境保全技術顧問  

講演者: ジェフリー・ジョゼフ・ゲーマン

Jeffry Gayman  
北大メディア・コミュニケーション研究院 

准教授 
 

 
日本の先住民族であるアイヌと、アフリカ熱帯林在住の

ピグミーの現状は、世界中の自然民族あるいは先住民

が、その歴史的過程や昨今の自然環境消失、近代化にと

もない、彼ら独自の自然界利用に関する知識やその実践

が喪失されていく途上にある。しかもその事態が多くの

人に認識されぬまま進行している事実がある。それを地

球規模の大きな課題として問題提起する。 
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